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1．はじめに
　平成 31年 4月 19日（金）に、「平成 31
年度 S 県学校総合体育大会西部地区予選会」
が、K 総合運動公園陸上競技場で行われ、
各競技の予選を通過した選手が「令和元年
度　全国高等学校総合体育大会　S県予選
会」に参加した。西部地区予選では、
約 1000 人の高校生達がエントリーし、さ
らに、各地区の予選を通過した約 3500 人
が S県予選会に出場し、関東大会に出場す
るために各競技記録を競うものである。昨
年、S県高等学校体育連盟から日本医療科
学大学（以下、本学）に競技参加者のコン
ディショニングとケアに関するボランディ
アの協力要請を受け、本学の関係者と協議

し、この依頼を受けた。本学では、S県を
中心とした高校陸上競技大会の選手のコン
ディショニング・ケアのボランティアを開
始するにあたり、Sport Medical Care 
Club (以下、SMCC)を立ち上げた。SMCC
は、リハビリテーション学科 3年生 11名、
2年生７名、2年生 10名で主体的に活動
し、週１回の頻度（1回約 90分） でスポ
ーツ障害に関する知識やその予防に必要な
ストレッチング法やテーピング法などの練
習を行っている。また、ボランディア参加
時には国家資格（柔道整復師、鍼灸師、理
学療法士、作業療法士）やストレングス＆
コンディショニングスペシャリスト
（CSCS）の資格を有した教員が責任者とし
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て帯同している。ボランティア活動の概要
としては、競技場の側にコンディショニン
グブースを設置し、選手に対してストレッ
チ、テーピング、アイシングなどのコンデ
ィショニングサポート(1)を行うものであ
る。本ボランティアは競技参加のためのコ
ンディショニングの調整を目的としており、
急性期等の対応が必要な場合には、利用を
制限し、大会本部の救護所に対応してもら
うように徹底している。また、選手がコン
ディショニングブースを利用中に事故や問
題が起こらないように本学の教員がブース
の状況を必ず確認できるように近くで監視
している。今回我々は、2019 年 4月
と 5月に行われた全国高等学校総合体育大
会 S県大会と西部地区予選会においてコン
ディショニングブースを利用した選手の属
性や不調部位について報告する。

2．コンディショニング・ケアのボランテ
ィアについて
　平成 31年度 S 県学校総合体育大会西部
地区予選会におけるボランティア活動の参
加延べ人数は、理学療法学専攻 4年生 10
名、3年生 4名、2年生 8名、１年生 8名
で、作業療法学専攻 1年生 7名の計 37名
であった。また、令和元年度　全国高等学
校総合体育大会 S県予選会におけるボラン
ティア活動の参加延べ人数は、
理学療法学専攻 4年生 8名、3年生 5名、
2年生 7名の計 20名であった。2大会と
もに、事前準備として、ボランティアに参
加する学生はストレッチング法やテーピン
グ法などの実技の復習と確認を行い、さら
に、活動に必要なテント、ストレッチベッ
ド・マットの設置やテーピング、アイシン
グなど必要な物品を用意した。

3．対象と方法
　平成 31年度 S 県学校総合体育大会西部
地区予選会、令和元年度　全国高等学校総
合体育大会 S県予選会に参加し、SMCC
のブースを利用した高校陸上競技者 311
名（男 211名、女 100名）を対象とした。
方法は、SMCCのブースを利用した選手
に対して、出場する競技種目（複数回答
可）、不調がある部位（複数回答可）、既往
歴の有無を聴取した。大会ごとに利用した

選手の属性や不調を訴える部位、加えて、
競技種目別に選手が不調を訴える部位を単
純集計した。選手の競技種目の分類は先行
研究（1）に準じて、大きく短距離（１
００m、２００ｍ、４００ｍ、１００ｍハ
ードル、１１０ｍハードル、４００ｍハー
ドル、４００ｍリレー、１６００ｍリレ
ー）、中距離（８００ｍ、１５００ｍ、
３０００ｍ）、長距離（３０００m障害、
５０００m、１００００ｍ、駅伝）、競歩
（３０００ｍ、５０００m）、跳躍（走幅跳、
三段跳、走高跳、棒高跳）、投擲（砲丸投、
円盤投、やり投、ハンマー投）、混成（７
種、８種）とした。なお、対象者には本研
究の主旨、内容、個人情報保護等について
十分説明し、データーの使用につき、論文
発表する旨を各対象者から同意を得た。ま
た、倫理的な配慮や個人情報の取り扱いは、
文部科学省と厚生労働省による「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針ガイダ
ンス」（平成２９年５月 29 日改訂版）に
従って行った。

4．　結果
S 県会西部地区予選会における選手の属性
と傾向
　SMCCのブースの利用総数は 147名で
あった。その内訳は、男性 103名
（70％）、女性 44名（30.0 ％）であった。
本ブースを利用した選手の出場した競技の
内訳（複数回答可）は、短距離 79名、中
距離 18名、長距離 27名、跳躍 12名、投
擲 14名であった。選手の不調の訴えが多
かった主な部位（複数回答可）の内訳は、
大腿後面 79名、下腿後面 77名、腰 34名、
大腿前面 33名の順で多かった（図 1）。次

図 1　S県西部地区大会における不調部位と人数の割合
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に競技種目ごとに不調部位の割合を表 1に
示す。短距離で不調の訴えが多かった主な
部位（複数回答可）の内訳は、大腿後面 53
名、下腿後面 40名、腰 19名、大腿前
面 16名、背部１ 5名、下腿前面１ 4名の
順であった。中距離選手で不調の訴えが多
かった主な部位（複数回答可）の内訳は、
下腿後面 12名、大腿後面 9名、大腿後
面 6名の順で多かった。長距離選手で不調
の訴えが多かった主な部位（複数回答可）
の内訳は、下腿後面 15名、大腿後面 12
名、大腿前面 10名の順で多かった。跳躍
選手で不調の訴えが多かった主な部位（複
数回答可）の内訳は、下腿後面 5名、
腰 5名、大腿後面 4名、下腿前面 4名の
順で多かった。投擲選手で不調の訴えが多
かった主な部位（複数回答可）の内訳は、
腰 8名、下腿後面 5名、大腿後面 4名の
順で多かった。これまでのスポーツ障害の
既往歴の有無は、147名中、既往歴ありと
回答した者は 25名であった。既往歴あり
と回答した 25名の外傷が多かった主な部
位（複数回答可）の内訳は、シンスプリン
ト 8名、腰痛 6名、ハムストリングス損
傷 4名の順で多かった。
全国高等学校総合体育大会　S県予選会に
おける選手の属性と傾向
　SMCCのブースの利用総数は 164名で
あった。その内訳は、男性 108名

（65.9 ％）、女性 56名（34.1 ％）であっ
た。本ブースを利用した選手の出場した競
技の内訳（複数回答可）は、短距離 104
名、中距離 11名、長距離 26名、跳躍 14
名、投擲 15名、混成 2名であった。
選手の不調を訴えが多かった主な部位（複
数回答可）の内訳は、下腿後面 84名、
大腿後面 77名、腰 48名、大腿前面 39名、
下腿前面 28名、足関節 27名の順で多か
った（図２）。次に競技種目ごとに不調部
位の割合を表 2に示す。短距離で不調の訴
えが多かった主な部位（複数回答可）の内
訳は、大腿後面 61名、下腿後面 54名、
腰 24名、足関節 17名、下腿前面 16名の

図 2　全国高等学校総合体育大会　S県予選会における
不調部位と人数の割合

表 1　S 県会西部地区予選会における競技種目ごとに不調部位の割合
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順で多かった。中距離で不調の訴えが多か
った主な部位（複数回答可）の内訳は、下
腿後面 6名、大腿後面 5名、下腿前
面 4名の順で多かった。長距離で不調の訴
えが多かった主な部位（複数回答可）の内
訳は、大腿後面 15名、下腿後面 15名、
大腿前面 10名の順で多かった。跳躍で不
調の訴えが多かった主な部位（複数回答可）
の内訳は、下腿後面 8名、腰 6名、大腿後
面 5名の順で多かった。投擲で不調の訴え
が多かった主な部位（複数回答可）の内訳
は、腰 9名、肩 6名、背部 5名の順で多
かった。混成で不調の訴えが多かった主な
部位（複数回答可）の内訳は、股関節 1名、
大腿後面 1名であった。これまでのスポー
ツ障害の既往歴の有無は、164名中、既往
歴ありと回答した者は 37 名であった。既
往歴ありと回答した 37名の外傷が多かっ
た主な部位（複数回答可）の内訳は、ハム
ストリングス損傷 10名、シンスプリン
ト 8名、内反捻挫 4名の順で多かった。

5．考察
　今回、我々は 2019 年度 4月に行われ
た S県西部地区予選会と 5月に行われた全
国高等学校総合体育大会 S県大会に参加し
た陸上選手のコンディショニングとケアの
ボランティア活動に参加し、その活動を振

り返えると 2大会（計 4日間）で本ブー
スを利用した選手は、総勢 311名であっ
た。この利用数を見ても地区大会や県大会
レベルでも不調を抱えながら競技に参加し
ている選手が多いことがわかった。三宅ら
（2）は、中学・高校陸上選手の傷害調査を
実施したところ、短距離選手が 47.1%と最
も多かったと報告している。SMCCのブ
ースを利用した選手の属性をみると短距離
選手が 311名中 183 名（約 58.8%）と同
様に最も多かった。伊藤ら（1）は、陸上
選手の外傷と障害の特徴として競技特性か
ら同じ動作の反復により同（脆弱）部位へ
の繰り返しのストレスによるもの、また、
短距離のような種目では瞬間的なパワー発
揮が求められることが多く、慢性的障害な
どを起因とした急性外傷を起こしやすいと
報告している。本研究においても、下肢の
瞬間的なパワーの発揮が求められる短距離
選手が下肢を中心とした不調を抱えており、
本ブースを利用した割合が多かったと思わ
れた。陸上競技におけるケアボランティア
活動では、競技種目に関わらず大腿後面、
下腿後面に疲労や痛みを訴える選手が多い
と報告されている(3)。向井（4）は、4月
・5月の時期の陸上選手の筋損傷が多い理
由として、冬季トレーニングで上がった体

表 2　全国高等学校総合体育大会 S県予選会における競技種目ごとの不調部位の割合
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力に走行技術が対応できないことに加えて、
全国高校総体の出場権を賭けた予選は、地
区大会、都道府県大会など 3～4週間ごと
に競技会が行われるために疲労や痛みがあ
っても所定の大会に出場しなければならい。
そのため、選手は、コンディショニングが
不良でも最大限の力を発揮しなければなら
ない状況があり、春季シーズンに下肢の筋
の障害が多い一つの要因であると考えられ
た。今回、我々が実施したボランティア活
動は 4月・5月の S県学校総合体育大会西
部地区と全国高等学校総合体育大会 S県予
選会で、筋の傷害が最も多い時期であり、
各大会共に本ブースを利用した選手の主な
不調の部位の傾向は、下腿後面、大腿後面
が最も多く、先行研究と同様に下肢に不調
を訴える者が多いことが明らかとなった。
日本陸上競技連盟ジュニアアスリート障害
調査委員会によるスポーツ外傷・障害調査
（5）によると主な傷害部位は、短距離では、
大腿後面、大腿前面、下腿後面、腰が多く、
長距離・競歩では、大腿後面、下腿後面、
大腿前面、大腿内側、腰が多いと報告され
ている。さらに、跳躍では、大腿後面、大
腿前面、下腿後面、大腿内側で多く、投擲
では、大腿後面、大腿前面、下腿後面、大
腿内側が多いと報告されている。桜庭（6）
は、跳躍種目では、短距離同様の傷害に加
えて踏切等で足関節の捻挫例も多く、投擲
種目では、投げる動作が入るため肩や肘の
傷害と腰部の傷害が多いと報告している。
今回得られた競技種目別に主な不調を訴え
た部位の傾向は、大半の競技種目において
主に不調を訴えた部位は、大腿後面、下腿
後面、腰部、大腿前面が多く、足首に不調
を訴える者もいた。また、既往歴を見ても
シンスプリント、腰痛、大腿後面の肉離れ
が多いことから本ブース利用時のケアだけ
でなく、日常から再発の予防方法の指導も
含めたケアサポートを行う必要があると思
われた。これまで、全国陸上競技大会など
の選手を対象とした外傷や傷害の調査報告
（5）は散見されるが、各都道府県の地区大
会に参加する高校選手の外傷や傷害の調査
報告はほとんどない。今回、得られた知見
を基に地区大会や県大会に参加した高校陸
上選手の属性や障害の傾向を把握し、スポ
ーツ外傷や障害に対する知識と再発予防に

対する指導も含めたコンディショニングや
ケア方法を習得し、スポーツボランティア
活動を行うことが重要であると思われた。
また、このように競技現場で、スポーツ障
害を経験している選手や不調を訴える選手
と直接、携われる機会は少ない。今後の課
題として各選手のニーズにできる限り応え
るためには、今回得られた結果を基にコン
ディショニングやケアを行う前の選手の属
性や背景をしっかり把握できる問診と評価
技術を磨く必要がある。また、コンディシ
ョニングとケアを行った部位が介入前と比
べて介入後にどのように変化したかなども
含めて効果判定ができる調査用紙（図 1）
を作成し活用することで、今まで以上に選
手から直接フィードバックを受けることが
可能となり SMCCのスタッフのコミュニ
ケーション能力、知識、技術の習得に繋が
ると思われた。
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図３　調査および評価用紙
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Summary
To learn the conditioning and care methods of sports athletes, we are involved in the 
launch of a Sport Medical Care Club. We have performed conditioning and care 
volunteer activities at the Prefectural High School Sports Meet and Western District 
Preliminary Heats, and here we have also summarized the attributes and tendencies 
of the athletes for whom we provided conditioning and care at each tournament. There 
were 311 players who performed conditioning and care in the two competitions, of 
which 146 were the most short­distance players. In addition, the breakdown of the 
main parts complaining of malfunctions was the back of the thigh, the back of the 
lower leg, the waist, and the front of the thigh regardless of the competition event. It 
is necessary for students participating in volunteer activities based on the knowledge 
obtained this time to understand the characteristics of athletics, and to acquire 
knowledge about the obstacles and trauma that occur in each competition, as well as 
conditioning and care techniques.
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